

















































1950 年から 1959年のあいだに翻訳された日本小説の作品数は 7編に過ぎな
い。それは 1945 年の解放直後の韓国社会は、日本文学の作品を翻訳及び紹介
できるような雰囲気ではなかったからだといえよう。
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1990 年から 1999年までの総翻訳作品編数は 1,027編である。この時期の主
な作家と作品数は村上春樹 94編、村上龍 46編、富島健夫 35編、三浦綾子 29










の人気から、翌年の 2002 年 2 月に映画の「鉄道員（ぽっぽや）」も封切りにな
って成功的な興行成績を上げた。
2000 年に出版されてベストセラーにもなった江国香織の『冷静と熱情のあ

































































以来、1991 年と 1992 年にわたって過去に日本で出版された長編小説が集中的
に出版されたことがわかる。それは長編小説だけではなく、短編小説やエッセ
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2003 年〜2004 年2002 年海辺のカフカ
1999年1999年スプートニクの恋人









































当時の 30代の人、「8」は 1980 年代に大学生だった人、「6」は 1960 年代に生
まれた人を意味する。つまり、1960 年代に生まれ、1980 年代に大学に通い、








い変化の時を過ごしていた 1980 年代と 1990 年代について、次のようにまとめ
たのである。
1980 年代が理念の時代であれば 1990 年代は脱理念の時代であるし、1980 年








そして 1987 年 6 月の反軍部独裁の民主化抗争で、韓国の学生運動は立派な






































『ノルウェイの森』は韓国で 1989 年 6 月 27 日に初版が出て、約 5 年後の
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12 チョソンシル「日本文学の韓国的受容と特徴：村上春樹の小説と文化翻訳」（『アジ
ア文化研究第 13集』2007.11）、77p
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2010 年 1 月 1日、韓国のインタネット新聞に「村上春樹の『1Q84』、4ヶ月
間 1位」という記事が載った。韓国出版人会がギョボムンゴ、ヨンプンムン
ゴ、バンディ＆ルイス、YES24、インタパクなどの 10箇所の書店の販売量を
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